
 
第８回日仏自治体交流会議の概要 

 

開催時期 ２０２４年１１月１８日（月）～２１日（木） 

開催地 
静岡県静岡市 

グランディエール 他 

参加自治体 
姉妹都市等の関係にあるフランス及び日本の地方自治体 

又は今後の日仏自治体間交流を希望する両国の地方自治体 

関係機関 

（日）総務省、外務省、全国市長会、全国町村会、 

   在日フランス大使館、(一財)自治体国際化協会（CLAIR） 

（仏）フランス・ヨーロッパ外務省、フランス都市連合（CUF）、 

在仏日本国大使館、CLAIR パリ事務所 等 

テーマ（案） 「日仏自治体のパートナーシップが世界にもたらす新しい価値」 

分科会テーマ

（案） 

経済 ～成熟社会における都市の価値と持続可能な経営 

社会 ～全ての人の参画と連帯 

環境 ～脱炭素社会の実現と魅力ある地域づくり 



第８回日仏自治体交流会議のテーマ（案）について 

 

＜テーマ設定の背景と目的＞ 

 成熟社会を迎えた二国の自治体が未来に向かって持続可能な地域づくりを行

うために、両国の自治体同士が知見を寄せ合うことで、新しい価値を創造するこ

とを目指すもの。 

 日仏の参加者が共通した議論となるよう、特に次の点に留意する。 

 過去の日仏自治体交流会議テーマ 

 第７回会議における議論の内容 

 日本及びフランスの各自治体が有する権限 

 両国の自治体にとって関心の高い政策分野 

 

＜全体テーマ＞ 

日仏自治体のパートナーシップが世界にもたらす新しい価値(SDGs 17) 

 

＜分科会テーマ及び想定される発表内容（例）＞ 

経済 ～成熟社会における都市の価値と持続可能な経営(SDGs １,11,16,７,３,４,５,２) 

 創造経済=creative economy（例：文化芸術の振興、歴史文化の保存・活用とまちの賑

わい創出、スポーツによる交流・健康等、知的財産の推進) 

 産業創出・誘致誘致（例：スタートアップ支援） 

 地域経済循環（例：地産地消） 

 革新的企業 

社会 ～全ての人の参画と連帯(solidarité) (SDGs ３,４,５,８,10,11,16) 

 高齢者政策 

 若者支援 

 子育て支援 

 女性参画、男女平等 

 治安維持（市民意識、市民教育=civisme développement） 

 防災政策（自治組織） 

 デジタル化と社会インクルーシブ 

 社会の一員としての高齢者：高齢者の社会貢献活動 

環境 ～脱炭素社会の実現と魅力ある地域づくり(SDGs ７,12,13,14,15) 

 再生可能エネルギー 

 サーキュラーエコノミー 

 廃棄物処理 

 都市緑化 

 水資源の利用 

 農業、二次的自然地域（里山、耕作放棄地）保全 

 生物多様性 

 市民参画と啓発 

 サスティナブルツーリズム 


